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12
今回はこれがポイント!

まちづくりセンター条例、
追加のコロナ対策予算5,400万円 可決

　12月定例会議では、浜田市まちづくりセンター条例が賛成多数で可決されました。この条例は、令
和３年４月から施行される協働のまちづくり推進条例に基づいた住民主体のまちづくりを進めるために、
公民館に従来の機能である社会教育・生涯学習の推進に加え、まちづくりの拠点施設としての機能を
持たせるものです。26館ある市立公民館の正式名称は「まちづくりセンター」となり、所管は教育委
員会から市長部局に移ります。これで、自治区制度に代わる新たな協働のまちづくりに向けての準備
が整いました。これからは、まちづくりセンターを拠点として、市民一人一人が主体となり、地域の
特色を生かしたまちづくりを進めていくことになります。
　また、新型コロナウイルス感染症対策の市の独自支援策を含む、一般会計補正予算が審議されました。
主な支援事業としては、各種教育・教習機関支援事業、プレミアム付き飲食・宿泊応援チケットの追
加発行事業、修学旅行キャンセル料支援事業、体温検知カメラ購入、外来検査センター運営事業など
が予算化されました。この中の外来検査センター運営事業は、かかりつけ医から新型コロナウイルス
感染症の検査が必要と判断された発熱患者の検体採取を行うもので、浜田市医師会からの要望を受け、
島根県の委託事業として浜田市が「外来検査センター」を設置・運営する事業です。

トピックス

公
民
館
が

「
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
」
に

　
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

条
例
を
可
決
し
ま
し
た
。

公
民
館
を
「
ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
」
と
改
め
、
公

民
館
の
機
能
を
拡
充
し
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
、
社

会
教
育
や
生
涯
学
習
を
進

め
、
地
域
の
拠
点
、
住
民

の
集
い
の
場
と
し
て
衣
替

え
し
ま
す
。

　
自
治
区
制
度
に
代
わ
る

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
条
例
も
制
定
さ
れ
、

魅
力
あ
る
地
域
社
会
を
実

現
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
に
自
治
が
根
付
き
、

地
域
を
舞
台
と
し
て
住
民

が
主
役
と
な
っ
て
、
活
動

が
展
開
さ
れ
る
よ
う
市
の

支
援
が
不
可
欠
で
す
。

問
新
た
に
配
置
さ
れ
る

ま
ち
づ
く
り
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
人
数
、
役

割
は
何
で
す
か
？

答
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

は
５
人
配
置
し
、
ま

ち
づ
く
り
活
動
や
教
育
・
生

涯
学
習
を
推
進
す
る
活
動
を
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
特
色

あ
る
ま
ち
づ
く
り
活
動
が
行

わ
れ
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

問
自
主
防
災
、
子
ど
も

の
見
守
り
、
高
齢
者

サ
ロ
ン
、
住
民
の
健
康
づ
く

り
な
ど
の
活
動
を
ど
の
よ
う

に
進
め
る
の
で
す
か
？

答
市
民
と
行
政
が
協
働

し
、
ま
ち
づ
く
り
活

動
を
進
め
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
が
支
援
し
ま
す
。

問
地
域
で
の
社
会
教
育

や
生
涯
学
習
は
ど
う

進
め
る
の
で
す
か
？

答
こ
れ
ま
で
と
同
様
に

社
会
教
育
推
進
計
画

に
沿
っ
て
、
ふ
る
さ
と
郷
育
、

は
ま
だ
っ
子
共
育
、
学
び
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
３
つ
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

公民館での「まちづくりトーク」
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トピックス

市
役
所
北
分
庁
舎
に

外
来
検
査
セ
ン
タ
ー
を
設
置

　
浜
田
市
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
検
査
の
た

め
の
検
体
採
取
を
行
う
ド

ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
形
式
の
外

来
検
査
セ
ン
タ
ー
を
、
殿

町
の
北
分
庁
舎
敷
地
内
に

設
置
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
多
数
の
発
熱
患
者

が
、
地
域
の
医
療
機
関
に

お
い
て
適
切
な
診
療
と
検

査
を
受
け
ら
れ
る
体
制
を

確
保
で
き
ま
す
。
開
所
日

時
は
、
月
曜
日
か
ら
木
曜

日
ま
で
は
13
時
か
ら
15
時

ま
で
、
金
曜
日
は
10
時
か

ら
12
時
ま
で
で
す
。

　
対
象
は
、
浜
田
市
の
医

療
機
関
か
ら
紹
介
さ
れ
た

お
お
む
ね
中
学
生
以
上
の

市
民
で
、
設
置
期
間
は
３

月
末
ま
で
で
す
。

議
案
第
73
号

浜
田
市
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
反
対
　
　
　
川
上
　
幾
雄

「
条
例
解
釈
に
曖
昧
さ
が
あ

り
、
精
査
し
再
提
出
を
。」

議
案
第
88
号

令
和
２
年
度
浜
田
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

　
賛
成
　
　
　
澁
谷
　
幹
雄

「
有
福
温
泉
へ
の
支
援
の
抜

本
的
改
革
を
求
め
る
。」

議
案
第
96
号

令
和
２
年
度
浜
田
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
８
号
）

　
賛
成
　
　
　
澁
谷
　
幹
雄

「
コ
ロ
ナ
禍
で
の
さ
ら
な
る

市
民
救
済
策
を
求
め
る
。」

問
費
用
は
か
か
り
ま
す

か
？

答
無
料
で
す
。
浜
田
市

が
負
担
し
ま
す
。

問
検
査
を
受
け
る
ま
で

の
流
れ
は
？

答
ま
ず
、
か
か
り
つ
け

医
に
体
調
を
説
明

し
、
判
断
を
仰
い
で
く
だ
さ

い
。
か
か
り
つ
け
医
が
受
診

の
必
要
性
を
認
め
た
場
合
、

か
か
り
つ
け
医
が
検
査
セ
ン

タ
ー
に
予
約
を
入
れ
ま
す
。

検
査
セ
ン
タ
ー
は
、
完
全
予

約
制
で
す
。

問
検
査
結
果
は
い
つ
分

か
り
ま
す
か
？

答
翌
日
の
午
後
に
は
分

か
り
ま
す
。

問
小
学
生
や
幼
児
の
場

合
は
？

答
検
査
キ
ッ
ト
を
誤
飲

す
る
可
能
性
が
あ
る

の
で
、
小
児
科
医
院
で
検
査

し
ま
す
。

問
１
日
に
何
人
の
検
査

が
で
き
ま
す
か
？

答
20
人
の
検
査
が
で
き

ま
す
。

北分庁舎敷地内の検査センター

12月定例会議で賛否が分かれた議案等のみ掲載しておりま
す。各議員の賛否や反対理由、請願・陳情審査結果、討論
などの詳細は、市議会ホームページをご覧ください。

議案等の

賛否の公開 浜田市議会　議案等・結果

◦市長提出議案27件　◦議会提出議案２件令和２年12月定例会議

請願・陳情について審査しました 請願2件 陳情10件

議案番号 議　案　名 賛成 反対
議案第73号 浜田市まちづくりセンター条例の制定ついて 22 1 川上

議案第74号 浜田市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条
例について 22 1 西村

請願の内容 提出者 本会議での審議結果
現行少人数学級制度縮小計画の凍結を求
める意見書の提出について

ゆきとどいた教育をすすめる島根の会
代表　小松　雪乃　松江市母衣町 採択（全会一致）

核兵器禁止条約を日本政府が署名・批准
することを求める意見書の提出について

石見地区労働組合協議会
議長　佐々木　和敏　浜田市港町 採択（全会一致）

討論とは、議案等の採決前に、賛成・反対
意見を表明することです。
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　市内の保育園、幼稚園（公立・私立）、認定こども園、
認可外保育所へのヒアリングを終えました。それぞれ
の特徴を生かした事業実施の状況、人材育成・確保
や研修時間確保といった課題についても改めて状況を
詳細に把握することができ、議論を深めることにつな
がっています。直近の委員会では、それらを踏まえ、
委員それぞれに対策案を作成し持ち寄りました。取り
まとめに向けて、継続して協議していきます。
　また、10月26日に教育委員会から、公立幼稚園の統
合方針が出されました。園児数の減少などの理由によ
り、令和５年度から長浜幼稚園の園舎を活用して一園
で運営するとのことです。財政的な側面、公立の幼児
教育施設としての役割など、さまざまな角度から検証
が必要です。これについても、委員会で取り上げ、市
長・教育長に対して提言することとしています。

議会運営委員会

産業建設委員会

総務文教委員会

意見交換会の様子

幼児教育の魅力化を議論

請願・陳情方法の見直し

JAしまねとの意見交換会

　議会運営委員会では、会議の日程や案
件をはじめとする議会運営全般に関する
事項の協議・意見調整を行っています。
委員は、各会派から構成される11人です。
　市民は請願や陳情という形で要望など
を議会に提出することができます。現在は、
議会側が求めない限り、請願・陳情者は
発言の機会はありません。そこで、委員
会での趣旨説明（発言）の可否について
協議することにしました。ルールの変更
に伴うさまざまな影響を加味し、現在、
議員定数等議会改革推進特別委員会で検
討中です。

　産業建設委員会においては「浜田漁港周辺エリア
活性化」を取組課題として調査研究しています。令和
３年３月に山陰浜田港公設市場がオープンする際、魚
介類だけでなく、地元の野菜、果物、肉、花なども一
緒に購入することができることが必要だと考えていま
す。そこで令和２年10月23日にその実現に向けて、Ｊ
Ａしまね いわみ中央地区本部の方々と意見交換をし
ました。
　現在の産直市の状況や今後の見通し、山陰浜田港
公設市場周辺での産直市の可能性についてお伺いし
ました。実現に向けては、課題も多く、大きなハード
ルがありますが、将来に向けて有意義な意見交換会
となりました。全国に誇れる港となるよう、今後も「浜
田漁港周辺エリア活性化」の調査研究を重ねていき
ます。

レポート

統合後活用予定の長浜幼稚園園舎
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中山間地域振興
特別委員会

福祉環境委員会

提言第３弾を川神議長から久保田市長へ 子育てサロンの様子

提言第３弾を市長へ
母子手帳アプリの取組などを調査

　中山間地域振興特別委員会では提言１の集落
機能の維持対策、提言２の情報・通信・交通の
確保対策に続き、農林地の維持管理対策、耕
作放棄・鳥獣被害防止対策を提言３として取り
まとめ、川神議長から久保田市長に提言書を渡
しました。
　この提言については、昨年11月から13回の会
議を重ねるとともに、実際に耕作放棄地を農地
にする取組をしている農業法人に出かけて意見
交換を行い、提言書を作りました。
　その内容は「農林地を守り活かす仕組みづく
りの推進」をテーマとした以下の６項目です。
　①農業・林業の担い手・事業承継者の確保
　②畦畔の草刈りの方策
　③有害鳥獣被害の対応
　④耕作放棄地対策
　⑤山林管理対策
　⑥集落営農の再編
　今回の提言内容については、中山間地だけの
問題ではなく、過疎化と高齢化が進む地域で「生
き残る」ために必要な施策や事業を真剣に議論
し、まとめたものです。
　この提言については、浜田市が一丸となって
実現できるよう、これからも議会として努力を
継続してまいります。

　福祉環境委員会では今年度、子育てしやすい
環境づくりの提言を目指し、調査活動などを重
ねています。先般、母子手帳アプリを導入して
いる県内自治体の取組状況を視察しました。視
察したのは松江、出雲、大田、益田の４市で、
松江市以外は「母子モ」というアプリを導入さ
れていました。母子手帳の情報を標準機能とし、
利用者から要望が多く出された「オンライン相
談サービス機能」もついています。
　いつでもどこでもタイムリーに情報を受けるこ
とができ、ウェブ上は11カ国語に対応し、多くの
子育て世代に利用しやすくなっています。また、
自治体が負担する費用も安価で、委員会では浜田
市での導入を推進していくべきとの意見で一致し
ており、引き続き協議を進めていきます。
　その他、市内の２カ所の子育てサロンを視察し、
保護者の方々から多くのご意見やご要望を伺い
ました。主なものとしては「将来、高校への通
学方法が心配」、「保育料の第３子無料の条件を
緩和してほしい」、「不妊治療の助成を拡大して
ほしい」などで、特に「自治区内に公園が１つも
ないので29年前から整備を要望している。今回、
公民館建て替えに併せ、小さくても公園を設置
してほしかった。高齢者には手厚いが子育て世
代の声は届きにくいのでは」との声には非常に
重たいものを感じ、子育て世代の切実な思いと
受け止めました。

委員会活動
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浜田市議会はSDGs（持続可能な開発目標）を推進しています

各議員が市民の代表として、市長などに、事務の執行状況や
将来の方針などについて、所信や疑問をただすことです。詳
しい内容については市議会ホームページでご覧いただけます。

個人一般
質問とは

佐々木　豊治

柳楽　真智子

芦谷　英夫

質の高い教育をみんなに

公立幼稚園の統合は計画通り進めるのか

いじめ防止対策の強化を

子どもの教育環境をつくる 生活を守る

Q
令
和
５
年
度
か
ら
公
立
幼

稚
園
を
１
園
に
統
合
す
る
計

画
が
突
然
示
さ
れ
た
。
保
護

者
説
明
会
で
は
多
く
の
不
安

の
声
や
意
見
が
出
さ
れ
た
が
、

計
画
通
り
進
め
て
い
く
の
か
。

A
施
設
の
老
朽
化
も
進
ん
で

お
り
、
計
画
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
延
期
で
き
な
い
。
要
望

が
出
て
い
る
新
た
な
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
は
検
討
し
た
い
。

Q
計
画
を
作
る
前
に
保
護
者

や
関
係
者
の
意
見
も
聞
い
て

ほ
し
か
っ
た
と
の
こ
と
だ
が

ど
う
か
。

A
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
保
護

者
か
ら
の
意
見
が
聞
け
な
か

っ
た
が
、
関
係
者
か
ら
の
聞

き
取
り
な
ど
を
基
に
計
画
を

作
っ
た
。

Q
統
合
前
か
ら
、
前
倒
し
で

預
か
り
保
育
や
給
食
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
に
取
組
め
る
の
か
。

A
検
討
し
て
い
く
。

Q
い
じ
め
の
現
状
を
問
う
。

A
今
年
度
一
学
期
の
い
じ
め

被
害
は
、
小
学
校
で
１
２
６

件
、
中
学
校
で
35
件
で
あ
る
。

令
和
元
年
度
の
一
学
期
と
比

べ
て
減
少
し
て
い
る
。

Q
表
に
出
て
い
な
い
い
じ
め

も
あ
る
と
思
う
。
東
京
の
辰

沼
小
学
校
で
は
「
辰
沼
キ
ッ

ズ
レ
ス
キ
ュ
ー
」を
立
ち
上
げ
、

多
数
の
児
童
が
い
じ
め
反
対

の
姿
勢
を
表
明
す
る
と
、
い

じ
め
が
や
り
に
く
く
な
り
、

傍
観
者
に
な
ら
な
く
て
済
む

な
ど
の
効
果
が
あ
っ
た
。
参

考
に
な
る
と
考
え
る
が
所
見

を
問
う
。

A
浜
田
市
で
す
ぐ
に
取
組
め

る
か
は
研
修
が
必
要
だ
が
、

子
ど
も
同
士
で
い
じ
め
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
る
の
は
素
晴

ら
し
い
こ
と
な
の
で
、
学
校

に
情
報
提
供
し
た
い
。
可
能

な
と
こ
ろ
か
ら
取
組
み
た
い
。

Q
児
童
生
徒
１
人
１
台
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
配
備
の
状
況
、

支
援
員
の
配
置
、
教
員
へ
の

研
修
な
ど
は
ど
う
か
。

A
校
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整

備
、
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー

１
人
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
３
人

を
配
置
し
、
教
職
員
の
研
修

も
実
施
し
た
い
。

Q
学
校
給
食
の
公
会
計
化
の

取
組
状
況
は
ど
う
か
。

A
給
食
費
の
徴
収
や
管
理
業

務
の
効
率
化
と
な
る
が
、
シ

ス
テ
ム
整
備
や
人
員
確
保
の

財
政
負
担
が
生
じ
る
。
教
員

の
業
務
負
担
軽
減
に
つ
な
が

る
よ
う
手
法
を
検
討
し
た
い
。

Q
ひ
と
り
親
家
庭
に
給
付
金

が
届
い
て
い
な
い
と
の
声
が

あ
る
が
ど
う
か
。

A
 11
月
 30
日
時
点
で
約
 27
％

の
申
請
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、

申
請
期
限
が
２
月
末
ま
で
な

の
で
、
広
報
は
ま
だ
に
掲
載

し
、
周
知
し
た
い
。

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、議員の質問時間を１人当たり20分に短縮して
行いました（本来は１人当たり30分、答弁を含めて１時間15分で終了します）。

　また、アクリル板を設置し、感染予防に努めています。

質問内容をSDGsの17のゴールで分類しています。
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沖田　真治

西田　清久

布施　賢司

質の高い教育をみんなに

みんなで実現しよう社会に開かれた教育課程

子どもたち全てに公平で質の高い教育を！

市立幼稚園は新園建設時に統合すべきだ

Q
新
し
い
学
習
指
導
要
領
が

始
ま
り
、
学
校
教
育
が
大
き

く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

保
護
者
は
趣
旨
と
内
容
を
理

解
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
が
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
Ｐ
Ｔ
Ａ
行

事
な
ど
中
止
せ
ざ
る
を
得
な

い
た
め
、
十
分
に
周
知
す
る

機
会
が
な
い
状
況
で
あ
る
が
、

行
政
の
対
応
は
。

A
各
学
校
で
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会

の
場
で
説
明
を
予
定
し
て
い

た
が
実
現
で
き
な
い
た
め
、

十
分
な
周
知
に
至
っ
て
な
い

と
考
え
て
い
る
。
教
育
委
員

会
と
し
て
「
子
ど
も
が
主
人

公
の
教
育
を
目
指
し
て
」
と

題
し
て
放
映
し
た
番
組
を
浜

っ
子
タ
イ
ム
ズ
の
動
画
チ
ャ

ン
ネ
ル
で
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
、
指
導
要
領
に
沿

っ
た
学
校
と
し
て
の
方
針
を

説
明
す
る
機
会
を
設
け
る
よ

う
に
働
き
か
け
て
い
く
。

Q
市
域
の
広
い
浜
田
市
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
教
育
環
境
に

生
か
し
切
れ
て
い
な
い
気
が

す
る
。
学
校
現
場
の
体
験
活

動
予
算
と
そ
の
考
え
方
に
つ

い
て
問
う
。

A
自
然
体
験
活
動
の
推
進
に

特
化
し
た
予
算
が
２
３
０
万

円
。
考
え
方
は
、
心
豊
か
で

た
く
ま
し
く
、
自
ら
課
題
を

見
つ
け
、
自
ら
考
え
る
子
ど

も
を
育
て
る
。
ま
た
自
然
に

触
れ
、
様
々
な
体
験
を
す
る

こ
と
で
、
ふ
る
さ
と
へ
の
愛

着
や
誇
り
を
醸
成
す
る
。

Q
来
年
度
、
公
民
館
が
「
ま

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
」
に
生

ま
れ
変
わ
る
の
を
機
に
、「
浜

田
市
人
材
育
成
都
市
宣
言
」

を
し
て
は
ど
う
か
問
う
。

A
都
市
宣
言
を
す
る
前
に
、

生
涯
学
習
や
人
材
育
成
の
活

動
が
活
発
化
す
る
よ
う
な
体

制
や
組
織
づ
く
り
を
検
討
し

て
い
く
。

Q
園
児
数
が
減
少
傾
向
に
あ

る
市
立
幼
稚
園
に
あ
っ
て
、

令
和
５
年
度
に
４
園
を
１
園

に
す
る
統
合
案
は
、
入
園
す

る
選
択
肢
と
し
て
こ
れ
ま
で

保
護
者
会
か
ら
の
要
望
（
預

か
り
保
育
や
給
食
な
ど
）
に

応
え
な
か
っ
た
の
が
、
入
園

児
減
の
大
き
な
要
因
で
は
。

A
大
き
な
要
因
は
働
く
保
護

者
が
増
加
し
保
育
所
へ
入
所

す
る
子
ど
も
が
増
え
、
認
定

こ
ど
も
園
幼
稚
園
部
の
増
加

な
ど
の
背
景
が
あ
る
。
し
か

し
、
要
望
に
対
応
し
な
か
っ

た
こ
と
も
要
因
の
一
つ
。

Q
統
合
先
の
長
浜
幼
稚
園
は
、

通
園
距
離
や
園
舎
出
入
り
口

の
安
全
性
、
駐
車
場
の
問
題
、

津
波
の
心
配
が
あ
る
。「
海
の

み
え
る
文
化
公
園
」
に
新
園

建
設
時
に
統
合
す
べ
き
だ
。

A
苦
渋
の
選
択
で
は
あ
る
が

現
時
点
で
は
長
浜
幼
稚
園
と

し
て
い
る
。

川上　幾雄

安全な水とトイレを世界中に

老朽化している水道施設は維持管理が肝心
Q
水
道
は
料
金
も
統
一
化
さ

れ
、
全
て
が
１
つ
の
事
業
と

し
て
運
営
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
し
か
し
施
設
は
老
朽

化
し
て
お
り
上
手
に
使
う
に

は
維
持
管
理
が
肝
心
だ
。

A
法
定
耐
用
年
数
を
超
え
る

施
設
も
多
く
、
管
路
更
新
事

業
に
取
組
み
、
耐
震
化
を
推

進
し
て
い
る
。
ま
た
職
員
に

よ
る
維
持
管
理
と
し
て
、
巡

回
管
理
を
週
ま
た
は
月
１
回

２
人
１
組
で
行
っ
て
い
る
。

Q
異
常
時
の
措
置
手
順
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
？

A
運
転
状
況
に
異
常
を
認
め

た
場
合
は
、
関
係
先
へ
連
絡

を
行
う
と
と
も
に
復
旧
作
業

に
努
め
、
作
業
後
正
常
運
転

を
確
認
し
、
送
水
し
て
い
る
。

Q
水
質
の
異
常
時
は
ど
の
よ

う
に
対
処
す
る
の
か
？

A
「
水
安
全
計
画
」
を
策
定

し
、
水
源
か
ら
給
水
栓
ま
で

の
対
処
方
法
を
定
め
て
い
る
。
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田畑　敬二

飛野　弘二

上野　　茂

牛尾　　昭

すべての人に健康と福祉を

働きがいも経済成長も

地域づくりに福祉バスは大変重要である

元気な中山間地域振興の仕組みづくりパートⅡ

介護現場の崩壊を防ぐ施設等の連携は？

会議所・商工会の要望はどう対応するのか

Q
高
齢
者
が
地
域
活
動
を
展

開
す
る
た
め
の
移
動
手
段
の

確
保
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

な
考
え
か
？

A
高
齢
化
が
進
む
地
域
に
お

い
て
、
移
動
手
段
を
持
っ
て

お
ら
れ
な
い
地
域
住
民
の
方

が
、
地
域
活
動
を
展
開
す
る

た
め
の
移
動
手
段
の
確
保
は

大
変
重
要
で
あ
る
。
社
会
福

祉
の
目
的
に
通
じ
る
活
動
に

は
、
福
祉
バ
ス
を
活
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

Q
福
祉
バ
ス
の
運
営
要
綱
を

改
正
す
る
考
え
は
な
い
か
。

A
現
行
の
運
営
要
綱
で
も
、

従
前
の
広
い
意
味
で
の
公
共

の
福
祉
に
活
用
で
き
る
。

Q
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
が
、

事
業
を
し
て
利
益
が
出
た
場

合
の
考
え
方
は
。

A
み
な
し
法
人
に
認
定
さ
れ
れ

ば
、
法
人
市
民
税
６
万
円
、
法

人
県
税
２
万
円
、
計
８
万
円
市

県
民
税
が
か
か
る
。

Q
浜
田
市
に
お
い
て
石
見
神
楽

（
鍾
馗
）
と
い
う
的
を
射
た
ツ
ー

ル
を
活
用
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
終
息
を
願
う
活
動
を

通
じ
「
日
本
遺
産
石
見
神
楽
」

を
日
本
は
も
と
よ
り
世
界
に
発

信
す
る
チ
ャ
ン
ス
と
責
任
が
あ

る
が
？

A
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
都

内
神
社
公
演
、
国
立
劇
場
公

演
を
計
画
す
る
な
ど
首
都
圏

で
の
公
演
を
通
じ
て
世
界
に

向
け
て
情
報
発
信
を
す
る
。

Q
農
業
の
将
来
像
を
描
く
「
集

落
戦
略
」
の
策
定
に
お
い
て
、

広
域
連
携
組
織
立
ち
上
げ
の

取
組
状
況
は
？

A
地
域
で
農
地
を
維
持
す
る

仕
組
み
を
検
討
す
る
。

Q
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
で

は
第
一
次
産
業
も
視
野
に
？

A
第
一
次
産
業
を
含
め
、
他

業
種
へ
の
展
開
も
組
合
と
一

緒
に
検
討
す
る
。

Q
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
る
介
護
現
場
の
崩

壊
を
防
ぐ
備
え
は
？

A
発
生
し
た
場
合
に
備
え
、

他
施
設
か
ら
介
護
職
員
等
の

派
遣
に
関
す
る
協
定
を
進
め

て
い
る
。
す
で
に
８
施
設
が

締
結
し
、
介
護
職
員
の
派
遣

登
録
者
数
も
17
人
の
状
況
。

Q
多
く
の
施
設
で
職
員
不
足
、

人
材
が
確
保
で
き
な
い
中
、

感
染
し
た
場
合
を
想
定
し
た

訓
練
等
が
必
要
で
は
？

A
市
内
の
高
齢
者
施
設
、
福

祉
関
係
の
入
所
施
設
で
は
入

所
者
が
感
染
し
た
場
合
を
想

定
し
、
各
施
設
の
状
況
に
合

わ
せ
訓
練
が
実
施
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
介
護
職
員
の
感

染
を
抑
え
る
た
め
、
複
数
班

体
制
で
個
別
具
体
的
な
訓
練

が
行
わ
れ
て
い
る
。
他
施
設

の
参
考
に
な
る
よ
う
市
と
し

て
、
情
報
の
共
有
と
対
策
強

化
に
つ
な
げ
て
い
く
。

Q
水
産
関
係
事
業
者
か
ら
、

水
道
料
金
減
免
の
陳
情
が
出

て
い
る
が
対
応
は
。

A
公
営
企
業
で
、
公
平
性
の

担
保
が
不
可
能
で
あ
る
。

Q
日
本
遺
産
の
石
見
神
楽
産

業
全
体
の
支
援
は
ど
う
す
る

の
か
。

A
大
事
な
観
光
産
業
で
あ
り
、

早
急
に
対
応
す
る
。

Q
浜
田
ら
し
い
観
光
サ
イ
ン

の
統
一
化
は
ど
う
か
。

A
既
存
の
も
の
を
更
新
す
る

時
期
に
検
討
す
る
。

Q
観
光
事
業
者
応
援
給
付
金

の
追
加
支
援
を
し
て
は
。

A
次
回
以
降
検
討
し
た
い
。

Q
は
ま
だ
飲
食
・
宿
泊
応
援

チ
ケ
ッ
ト
は
追
加
発
行
さ
れ

る
の
か
。

A
年
内
に
５
千
部
、
年
明
け

に
残
り
の
５
千
部
を
発
行
す

る
。

Q
毎
年
発
行
し
て
は
。

A
検
討
し
た
い
。
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Q
令
和
５
年
度
、
幼
稚
園
を

１
園
に
す
る
計
画
案
が
示
さ

れ
た
。
１
園
だ
と
さ
ら
な
る

魅
力
化
が
必
要
だ
が
？

A
各
園
の
伝
統
や
特
色
あ
る

取
組
を
踏
ま
え
、
幼
児
教
育

セ
ン
タ
ー
も
併
設
す
る
。
幼

児
教
育
の
充
実
を
図
り
、
拠

点
と
し
た
い
。

Q
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田
は

他
市
に
な
い
施
設
。
令
和
３

年
度
ま
で
の
利
用
実
績
で
存

続
可
否
を
検
証
す
る
の
か
？

A
新
型
コ
ロ
ナ
と
こ
こ
２
年

の
冷
凍
設
備
機
器
ト
ラ
ブ
ル

で
、
令
和
３
年
度
以
降
に
検

証
期
間
の
延
長
を
検
討
中
。

Q
汚
水
処
理
人
口
普
及
率
向

上
に
補
助
制
度
の
検
討
は
？

A
市
街
地
下
水
道
事
業
は
令

和
８
年
度
供
用
開
始
が
目
標
。

区
域
外
の
合
併
浄
化
槽
の
普

及
で
国
の
新
た
な
補
助
制
度

が
で
き
た
。
さ
ら
な
る
普
及

率
向
上
に
努
め
る
。

串﨑　利行

三浦　大紀

野藤　　薫

西川　真午

住み続けられるまちづくりを

ふるさと応援「浜田応援団」について

官民連携で公共空間の有効活用を

コロナ後の浜田市の魅力創りのために

浜田を魅力あるまちにするための公園整備を

Q
ふ
る
さ
と
を
応
援
し
た
い

と
い
う
思
い
を
持
っ
て
お
ら

れ
る
方
を
「
浜
田
応
援
団
」

と
し
て
組
織
化
し
、
団
長
に

は
梨
田
昌
孝
さ
ん
に
就
任
い

た
だ
い
て
い
る
。
現
在
の
登

録
者
数
は
？

A
令
和
２
年
８
月
か
ら
募
集

を
開
始
し
、
現
在
１
０
１
人
。

Q
応
援
活
動
の
内
容
は
？

A
浜
田
で
の
地
域
活
動
の
手

伝
い
や
、
お
住
ま
い
の
地
域

で
の
イ
ベ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ
協

力
な
ど
を
想
定
し
て
い
る
。

11
月
29
日
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン

に
よ
る
結
団
式
を
開
催
し
、

31
人
の
参
加
が
あ
っ
た
。
浜

田
応
援
団
の
皆
さ
ん
に
は
、

神
楽
や
特
産
品
を
印
刷
し
た

名
刺
を
送
っ
て
、
浜
田
市
の

Ｐ
Ｒ
や
応
援
団
へ
の
加
入
呼

び
か
け
を
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
。
今
は
、
応
援
団
の
土

台
作
り
に
力
を
入
れ
て
お
り
、

今
後
の
活
動
に
つ
な
げ
る
。

Q
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
の
整
備
方
針
と
、
そ
れ
に

基
づ
く
各
事
業
が
乖
離
し
な

い
よ
う
に
、
定
期
的
に
検
証

す
る
仕
組
み
が
必
要
で
は
。

A
次
期
計
画
の
策
定
時
期
に

あ
る
。
検
討
し
た
い
。

Q
浜
田
駅
周
辺
整
備
に
よ
る

回
遊
性
の
向
上
効
果
（
滞
在

時
間
増
）
を
期
待
す
る
。
歩

行
者
思
考
の
デ
ザ
イ
ン
を
。

A
一
方
通
行
解
消
や
歩
行
空

間
整
備
で
に
ぎ
わ
い
創
出
に

つ
な
げ
た
い
。
景
観
に
も
配

慮
す
る
。

Q
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
道
路

占
有
許
可
の
緊
急
措
置
が
取

ら
れ
、
店
舗
前
で
の
テ
イ
ク

ア
ウ
ト
や
テ
ラ
ス
営
業
が
可

能
と
な
っ
て
い
る
（
申
請
必

要
）。
市
内
の
状
況
は
？

A
浜
田
駅
前
商
店
街
で
検
討

し
た
が
実
施
に
は
至
っ
て
い

な
い
。
民
間
か
ら
の
事
業
提

案
も
期
待
し
た
い
。

Q
近
所
の
小
学
生
か
ら
、
子

ど
も
が
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
遊

べ
る
遊
び
場
を
作
っ
て
ほ
し

い
と
お
願
い
さ
れ
た
。

A
確
か
に
市
街
地
の
子
ど
も

に
は
自
由
に
遊
べ
る
場
所
が

減
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
身

近
な
公
園
は
必
要
で
、
ボ
ー

ル
を
使
う
な
ら
フ
ェ
ン
ス
も

い
る
。
す
ぐ
に
対
応
す
る
こ

と
は
難
し
い
が
、
子
ど
も
た

ち
の
声
が
届
い
た
と
い
う
こ

と
で
あ
れ
ば
、
教
育
委
員
会
、

都
市
建
設
部
、
健
康
福
祉
部

が
協
議
を
し
て
、
可
能
な
と

こ
ろ
か
ら
取
組
み
た
い
。

Q
次
期
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
策
定
状
況
は
。
ま

た
、
策
定
に
当
た
っ
て
は
、

縦
割
り
を
排
除
し
て
教
育
や

福
祉
の
意
見
も
取
り
入
れ
、

今
後
の
浜
田
に
本
当
に
必
要

な
公
園
整
備
を
お
願
い
す
る
。

A
来
年
度
末
の
策
定
に
向
け

て
委
託
業
者
と
協
議
中
。
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村武　まゆみ

まちづくりセンターの丁寧な説明を！

Q
来
年
度
か
ら
ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
へ
移
行
す
る
。
公

民
館
職
員
や
利
用
者
へ
の
丁

寧
な
説
明
が
必
要
だ
が
、
ど

の
よ
う
に
す
る
の
か
？

A
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に

な
り
ど
う
変
わ
る
か
、
職
員

が
何
を
担
う
か
な
ど
を
で
き

る
だ
け
公
民
館
へ
行
き
、
丁

寧
に
説
明
を
し
て
い
き
た
い
。

Q
ま
ち
づ
く
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
は
チ
ー
ム
で
連
携
し
て

進
め
る
た
め
に
、
基
本
同
じ

場
所
で
の
配
置
と
し
、
さ
ら

に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
た
ち

を
統
括
す
る
人
材
が
必
要
だ

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

A
各
地
域
が
必
要
と
し
て
い

る
支
援
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

同
士
で
し
っ
か
り
と
共
有
を

し
、
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
。

ま
た
統
括
す
る
人
材
は
必
要

で
あ
る
の
で
、
社
会
教
育
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
に
お
願
い
す
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

住み続けられるまちづくりを

笹田　　卓

永見　利久

澁谷　幹雄

少子化対策の効果なく、人口減少が加速！

中山間地域での住宅環境整備を

「浜田市の消滅」を回避するには？

Q
出
生
数
が
大
き
く
減
少
し
、

人
口
減
少
が
加
速
し
て
い
る
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
浜
田
市
は

消
滅
自
治
体
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
危
惧
す
る
。
例
え

ば
、
出
産
祝
い
商
品
券
の
配

布
、
医
療
費
助
成
を
高
校
生

ま
で
拡
充
、
義
務
教
育
期
間

の
教
材
費
・
給
食
費
・
修
学

旅
行
費
の
無
料
化
、
若
者
住

宅
の
整
備
、
Ｕ
タ
ー
ン
者
の

起
業
支
援
金
な
ど
の
目
玉
と

な
る
少
子
化
対
策
が
必
要
と

考
え
る
が
？

A
少
子
化
対
策
は
市
の
最
重

要
課
題
で
あ

り
、
今
後
、

少
し
で
も
少

子
化
に
歯
止

め
が
か
か
る

よ
う
に
総
合

戦
略
に
追
加

す
る
事
業
を

検
討
す
る
。

Q
中
山
間
地
域
で
、
特
に
小

学
校
や
保
育
園
に
近
い
利
便

性
の
良
い
地
域
で
の
空
き
家

対
策
は
。

A
子
育
て
施
設
に
近
い
地
域

で
の
住
宅
環
境
整
備
は
、
若

い
世
代
の
移
住
促
進
に
つ
な

が
る
と
考
え
て
い
る
。

Q
今
福
教
職
員
住
宅
や
若
者

定
住
住
宅
の
活
用
は
。

A
教
職
員
住
宅
は
公
共
施
設

再
配
置
計
画
に
お
い
て
、「
耐

用
年
数
経
過
後
廃
止
」
で
入

居
も
受
け
付
け
て
い
な
い
。

Q
耐
用
年
数
の
期
限
は
。

A
昭
和
 56
年
建
築
の
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
り
で
、
令
和

24
年
が
期
限
で
あ
る
。

Q
耐
用
年
数
ま
で
の
期
間
、

生
活
が
で
き
る
住
宅
環
境
を

整
備
し
、
人
口
減
少
を
食
い

止
め
る
定
住
対
策
を
。

A
改
修
経
費
も
研
究
し
、
耐

用
年
数
ま
で
有
効
利
用
で
き

な
い
か
検
討
す
る
。

Q
浜
田
市
は
、
２
０
１
４
年

日
本
創
成
会
議
か
ら
、「
消
滅

可
能
性
都
市
」
と
指
定
さ
れ

た
。
浜
田
市
の
消
滅
を
回
避

す
る
に
は
、
子
育
て
支
援
と

出
生
数
増
加
の
た
め
の
強
化

対
策
が
必
要
だ
。
国
の
３
歳

児
以
上
の
保
育
料
無
償
化
政

策
で
、
浜
田
市
の
負
担
は
毎

年
６
千
万
円
軽
減
さ
れ
た
。

こ
の
６
千
万
円
を
原
資
と
し

て
、
例
え
ば　

①
中
学
生
の

給
食
費
の
無
料
化　

②
０
歳

児
か
ら
２
歳
児
ま
で
の
第
２

子
以
降
の
保
育
料
の
無
償
化

③
高
校
生
ま
で
の
医
療
費
の

軽
減
策
の
拡
大　

④
０
歳
児

と
１
歳
児
へ
の
紙
オ
ム
ツ
の

無
料
配
布
な
ど
、
先
進
自
治

体
で
効
果
の
出
て
い
る
政
策

を
、
な
ぜ
浜
田
市
は
取
り
入

れ
な
い
の
か
？

A
財
源
に
は
限
り
が
あ
り
、

今
い
ろ
い
ろ
と
検
討
し
て
い

る
と
こ
ろ
だ
。

最重要課題は少子化対策！
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岡本　正友

小川　稔宏

西村　　健

平和と公正をすべての人に

地域の史跡を活用する平和教育を

核兵器のない世界を子どもたちへ！

従業員への聞き取りをやってこそ客観性向上

Q
コ
ロ
ナ
禍
で
戦
没
者
追
悼

式
が
中
止
さ
れ
た
。
平
和
を

語
り
継
ぐ
活
動
は
高
齢
化
に

よ
る
限
界
か
ら
、
さ
ら
に
後

退
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
た
び
、
戦
没
者
遺
族
連
合

会
か
ら
、
身
近
に
あ
る
地
域

の
史
跡
か
ら
学
ぶ
「
二
度
と

戦
争
を
起
こ
さ
な
い
た
め
の

学
校
教
育
」
を
求
め
る
陳
情

へ
の
対
応
策
と
補
完
す
る
教

材
な
ど
に
つ
い
て
の
考
え
を

問
う
。

A
平
和
学
習
を
継
続
し
風
化

す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
取
組

む
。
地
域
の
史
跡
を
活
用
す

る
副
読

本
や
石

見
ケ
ー

ブ
ル
で

の
番
組

制
作
は

前
向
き

に
考
え

た
い
。

Q
核
兵
器
禁
止
条
約
を
批
准

し
た
国
・
地
域
が
本
年
10
月

に
50
に
到
達
し
、
２
０
２
０

年
１
月
22
日
に
発
効
す
る
。

世
界
に
は
１
万
４
千
発
近
い

核
兵
器
が
存
在
し
、
そ
の
危

険
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

核
兵
器
禁
止
条
約
に
対
す
る

市
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
問
う
。

A
核
兵
器
全
面
廃
絶
と
恒
久

平
和
を
全
世
界
に
訴
え
る
こ

と
が
浜
田
市
の
ス
タ
ン
ス
。

そ
の
一
歩
と
し
て
核
兵
器
禁

止
条
約
の
発
効
が
確
実
に
な

っ
た
こ
と
は
大
き
な
前
進
で

あ
る
。
平
和
首
長
会
議
の
一

員
と
し
て
条
約
の
署
名
・
批

准
を
訴
え
て
い
き
た
い
。

Q
平
和
教
育
で
被
爆
ア
オ
ギ

リ
２
世
の
苗
木
を
学
校
の
校

庭
に
植
樹
し
て
は
ど
う
か
。

A
植
樹
は
各
学
校
の
判
断
と

な
る
が
、
被
爆
ア
オ
ギ
リ
の

話
に
よ
る
平
和
教
育
は
引
き

続
き
取
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

Q
病
児
病
後
児
保
育
事
業
の

補
助
金
返
還
問
題
に
お
い
て

市
は
、「
市
要
綱
の
長
年
の
改

正
漏
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
医

療
機
関
は
国
の
要
綱
改
正
を

逐
次
認
識
し
、
適
切
な
職
員

配
置
を
行
っ
て
き
た
こ
と
を

確
認
し
た
の
で
、
自
ら
返
還

は
し
な
い
」と
報
告
さ
れ
た
が
、

何
に
よ
っ
て
職
員
配
置
の
実

態
を
確
認
し
た
の
か
。

A
現
存
す
る
事
業
計
画
書
及

び
医
療
機
関
経
営
者
へ
の
聞

き
取
り
に
よ
り
確
認
し
た
。

Q
従
業
員
へ
の
聞
き
取
り
も

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
状
況
確
認
が
で
き
た
の
で
、

行
っ
て
い
な
い
。

Q
医
療
機
関
も
市
も
国
要
綱

に
基
づ
く
事
業
を
行
い
な
が

ら
、
補
助
金
返
還
の
疑
義
が

生
じ
た
の
は
な
ぜ
か
。

A
要
綱
改
正
の
漏
れ
が
、
返

還
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ

る
と
考
え
た
こ
と
に
よ
る
。

地域の史跡

道下　文男

産業と技術革新の基盤をつくろう

新船の建造は、国の制度活用が不可欠だ！
Q
基
幹
産
業
で
あ
る
漁
業
の

活
性
へ
、
い
ち
早
い
「
国
の

漁
船
リ
ー
ス
事
業
」
の
取
組

を
望
む
が
？

A
漁
業
活
性
化
は
、
地
元
漁

船
の
存
続
が
最
重
要
課
題
と

認
識
し
て
お
り
、
国
の
「
漁

船
リ
ー
ス
事
業
」
や
「
も
う

か
る
漁
業
創
設
支
援
事
業
」

を
活
用
し
た
新
船
の
建
造
と

取
得
を
目
指
し
、
県
や
Ｊ
Ｆ

し
ま
ね
と
連
携
し
て
手
続
き

の
支
援
を
行
う
。
ま
た
、
市

も
上
乗
せ
補
助
を
検
討
す
る
。

Q
今
、
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
の
体
制

強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
て
、

こ
れ
を
乗
り
越
え
、
県
と
一

体
と
な
っ
て
打
開
の
道
を
開

い
て
い
た
だ
き
た
い
。

A
対
策
に
は
、
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね

や
県
と
の
連
携
が
必
要
不
可

欠
で
あ
り
、
両
者
に
働
き
か

け
、
協
力
依
頼
も
含
め
て
今

後
進
め
て
い
く
。
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浅
見
さ
ん
は
ブ
ル
ー
ツ
ー
リ

ズ
ム
（
海
の
体
験
活
動
）
を
推
進
し
、

観
光
・
地
域
振
興
を
目
的
に
着
任
さ

れ
ま
し
た
が
、
現
在
ど
の
よ
う
な
活

動
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

浅
見　

主
に
国
府
海
岸
で
の
海
を

使
っ
た
体
験
活
動
の
計
画
・
実
施
や
、

国
府
大
敷
網
漁
業
の
手
伝
い
を
し
て

い
ま
す
。
浜
田
の
良
い
と
こ
ろ
や
人

に
出
会
う
た
め
に
、
積
極
的
に
浜
田

市
中
を
動
き
回
っ
て
い
ま
す
。

 

浜
田
の
海
や
地
域
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
感
じ
ま
す
か
。

浅
見　
初
め
て
浜
田
市
に
来
た
と
き
、

海
の
美
し
さ
に
感
動
し
ま
し
た
。
そ

の
海
を
活
用
し
た
計
画
や
活
動
が
で

 

現
在
、
浜
田
市
で
は
、
後
継

者
不
在
の
事
業
を
存
続
さ
せ
る
た
め

に
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
が
活

用
さ
れ
、
そ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
取
組

ん
で
い
ま
す
。
齋
藤
さ
ん
は
そ
の
第

１
号
と
し
て
着
任
さ
れ
ま
し
た
が
、

現
在
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
お

ら
れ
ま
す
か
。

齋
藤　
ま
ず
は
市
内
の
事
業
所
さ
ん

を
訪
ね
て
事
業
内
容
や
状
況
を
伺
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
起
業
準
備
の
勉

強
も
し
て
い
ま
す
。

 

ど
ん
な
こ
と
に
関
わ
っ
て
い

き
た
い
と
お
考
え
で
す
か
。

齋
藤　
都
会
か
ら
地
方
に
移
住
し
た

い
と
思
っ
て
い
る
人
は
多
く
、
そ
の

入
り
口
は
観
光
と
い
う
視
点
か
ら
が

き
て
毎
日
幸
せ
で
す
。
近
所
の
方
が

採
れ
た
て
の
野
菜
な
ど
を
持
っ
て
き

て
く
れ
ま
す
。
大
阪
で
は
考
え
ら
れ

な
い
こ
と
で
す
。
日
常
の
中
で
の
話

や
活
動
を
と
お
し
て
地
域
の
方
と
関

わ
る
こ
と
が
楽
し
い
で
す
。

 

若
者
の
視
点
で
浜
田
市
に
あ
っ

た
ら
良
い
な
と
思
う
も
の
が
あ
り
ま

す
か
。

浅
見　
浜
田
の
豊
か
な
自
然
を
生
か

し
て
若
者
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
や

場
所
が
あ
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
を
私
が
つ
く
っ
て
い
け
た
ら
良

い
な
と
思
い
ま
す
。

多
い
と
思
い
ま
す
。
今
ま
で
の
自
分

の
経
験
を
生
か
し
、
特
に
観
光
や

サ
ー
ビ
ス
業
の
分
野
で
浜
田
の
魅
力

を
深
掘
り
し
て
、
楽
し
い
話
題
を
つ

く
り
、
そ
し
て
発
信
し
て
い
け
る
よ

う
な
こ
と
が
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い

ま
す
。

 

ご
家
族
で
東
京
か
ら
移
住
さ

れ
ま
し
た
。
浜
田
で
の
生
活
は
い
か

が
で
す
か
。

齋
藤　
生
活
は
予
想
以
上
に
快
適
で

す
。
子
ど
も
た
ち
は
東
京
に
い
る
と

き
は
、「
何
を
し
て
遊
べ
ば
い
い
？
」

と
い
つ
も
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
浜

田
に
来
て
か
ら
言
わ
な
く
な
り
ま
し

た
ね
。
楽
し
い
毎
日
が
送
れ
て
い
ま

す
。

若
者
が
楽
し
め
る
浜
田
に
し
た
い

浜
田
の
可
能
性
を
深
掘
り
し
た
い

（あさみ はるき）
1990年３月生まれ31歳。愛知県大府
市出身。大阪から妻と移住。その後
義母も移住し現在３人暮らし。アウ
トドアが好きな妻と自然に囲まれた
暮らしをしたいと移住を決意。

（さいとう しんすけ）
1981年８月生まれ39歳。神奈川県
鎌倉市出身。東京から妻と子ども
と移住。祖父母がいる三隅が懐か
しく、我が子たちに探究心や好奇
心が育つ自然豊かな環境で大きく
なってほしいと願い浜田へ。

浅
治
見
輝

齋
慎
藤
介

地域　　おこし協力隊の力で
浜田を元気に！

「地域おこし協力隊」とは
人口減少や高齢化などの進行が著しい地方にお
いて、地域外の人材を積極的に受け入れ、地域
協力活動を行ってもらい、定住・定着を図るこ
とで、地域力の維持・強化を目的とした国（総
務省）の制度です。

12令和３年２月号



第２回

 

木
村
さ
ん
は
旅
館
や
飲
食
店

で
不
足
し
て
い
る
料
理
人
の
育
成
事

業
で
着
任
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
ど
の

よ
う
な
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

木
村　
着
任
し
て
か
ら
幾
つ
か
の
宿

泊
施
設
や
飲
食
店
で
体
験
後
、
現
在

は
下
府
町
の
千
畳
苑
で
料
理
の
腕
を

磨
い
て
い
ま
す
。

 

浜
田
の
「
食
」
に
つ
い
て
ど

う
思
わ
れ
ま
す
か
。

木
村　
種
類
の
豊
富
な
魚
を
料
理
し

た
り
、
お
い
し
く
食
べ
た
り
、
幸
せ

な
環
境
で
す
。
海
の
景
観
も
素
晴
ら

し
い
で
す
。

 

ご
家
族
と
一
緒
に
浜
田
へ
移

住
さ
れ
て
感
じ
て
い
る
こ
と
が
あ
れ

 

松
田
さ
ん
も
齋
藤
さ
ん
と
同

じ
目
的
で
着
任
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、

ど
の
よ
う
な
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す

か
。

松
田　
現
在
は
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
の

方
々
と
会
っ
て
話
を
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
浜
田
を
知
る
た
め
に
日
々
動
き

回
っ
て
い
ま
す
。

 

浜
田
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

感
じ
ま
す
か
。

松
田　
浜
田
市
の
規
模
で
考
え
る
と
、

一
企
業
や
事
業
所
が
点
で
は
な
く
、

線
・
面
を
つ
く
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
し
て
地
域
活
性
を
考
え
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
高
齢
化
を
踏
ま

え
、
市
民
の
方
の
交
通
手
段
は
も
ち

ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

木
村　
自
然
が
多
く
て
素
敵
な
場
所

や
物
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
に
、
Ｈ
Ｐ

な
ど
で
浜
田
の
良
さ
が
伝
え
き
れ
て

い
な
い
の
が
残
念
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。
情
報
発
信
が
魅
力
的
な
近
隣
の

市
町
が
多
い
中
、
浜
田
市
も
も
っ
と

広
報
に
力
を
入
れ
た
ら
移
住
者
や
観

光
客
誘
致
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
未
就
学
児
が
お
り
、
出

産
も
控
え
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
頼

る
人
が
少
な
い
中
、
ま
た
コ
ロ
ナ
禍

で
も
安
心
し
て
子
ど
も
を
育
て
る
環

境
が
欲
し
い
で
す
。

ろ
ん
で
す
が
、
よ
そ
か
ら
来
る
方
の

視
点
で
、
市
内
を
観
光
す
る
交
通
手

段
が
充
実
す
る
と
観
光
客
が
増
え
る

要
因
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

て
い
ま
す
。

 

浜
田
暮
ら
し
は
い
か
が
で
す

か
。

松
田　
子
育
て
を
す
る
上
で
、
同
じ

境
遇
の
人
と
の
出
会
い
の
場
が
少
な

い
で
す
ね
。
ま
た
、
良
い
子
育
て
支

援
策
は
あ
っ
て
も
知
ら
な
い
こ
と
が

多
々
あ
り
ま
す
。
欲
し
い
情
報
へ
た

ど
り
着
く
難
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

浜
田
の
豊
か
な
魚
を
生
か
し
た
い

地
域
を
点
で
は
な
く
線
・
面
で
考
え
る

（きむら のぶゆき）
1979年５月生まれ41歳。山口県宇部
市出身。広島から妻・子どもと移住。
料理の仕事をしたいと思っていたと
ころ、妻の出身の江津市と近かった
のが応募のきっかけ。

（まつだ ひでき）
北海道旭川市出身。スポーツ選手コ
ンディショニング、特殊危機管理な
どに従事。令和２年９月に東京から
移住。子どもを育てる上で、思いっ
きり遊べて、自由に生きていく環境
で新たなライフスタイルを築きたい
と思い浜田へ。

木
宜
村
享

松
英
田
貴

地域　　おこし協力隊の力で
浜田を元気に！

第2回の市民対談は、市内で活動される4人の
地域おこし協力隊の方々にお話を伺いました。
活動内容はさまざまです。皆さまお忙しい中
ありがとうございました。パワーをいただき
ました。　  （インタビュアー：村武　まゆみ）
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NEWS

01
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「（仮称）はまだ市民一日議会」の実施を検討中

島根県市議会議長会主催の議員研修会に参加
　10月22日に「今の時代における地方議会・議員の役割」と
題し、大山礼子駒澤大学教授からオンラインで講義を受けま
した。
【要旨】
　議会は信頼されていいはずだが定数が減り、市民から遠く
なる悪循環になっている。少子化など国レベルの問題や社会
の分断も深刻化しているが議会には分断を回避する装置の役割がある。選挙制度の見直しも含め多様性
の確保が生命線。提案の精査、問題の発掘など、議会と住民との協議が重要。社会教育の場としても地
方議会は最適で新しい意見や人材を迎え入れる度量も問われている。
【議員の感想】
・議員のなり手不足、議会不信が言われる中、議会の見える化などの全国の取組を聞き、参考になった。
・広聴機能の強化と、そこで得た住民の声を政策立案に生かすことが重要だと感じた。

　議会広報広聴委員会では、新型コロナウイルスの収束が見
えない中ではありますが、市民の皆さまからの浜田市を良く
する意見をお聞きする機会として新しい試みを検討しています。
　これまで年２回行ってきました議会報告会のうち１回を議
場に移し、浜田市に関するご意見などをお持ちの方に登壇し
ていただき、その発言を市議会議員が自席にてお聞きすると
ともに、若干の質疑を行うことにより発言者の思いを議員が
受け止め、今後の議員活動の充実へ、また、全員協議会での
取り扱い協議を経て政策提言などへつなげることを目的としています。概要は以下のとおりです。

実施予定日時：令和３年７月11日（日）午後１時から午後３時まで
応募できる人：浜田市内に在住・在学・在勤のいずれかに該当する方
発  言  者  数：10名程度（年齢制限なし、多数の場合は抽選により決定します）
発  言  内  容：浜田市政や浜田市議会に関すること（国、県、他市町村に関することはご遠慮ください）
発  言  時  間：１人５分以内
発言の取扱い：当日は発言内容を確認するために、議員が発言者に質問することがあります

　　　　　　　　後日、いただいたご意見を議会として
　　　　　　　　どう取扱うか全員協議会で協議します

　正式決定しましたら市民の皆さまへご報告するとともに、広
く周知を行い、より良い「（仮称）はまだ市民一日議会」の実
施ができるように取組みます。また、今後も、多くの市民の方々
のご意見をいただけるよう工夫してまいります。

はまだ議会
ニ ュ ース

参考にした愛知県犬山市議会の
フリースピーチの様子

14令和３年２月号



はまだ議会だより読者アンケート
　前号のリニューアルした紙面へのご意見・ご感想、ありがとうございます。集計結果や寄せ
られたご意見は以下のとおりです。今号のアンケートにもぜひご協力をお願いします。

【総　　数】15件（アンケート回答：９件、ご意見・ご要望：６件）
【年代別数】40代１件、50代２件、60代２件、70代４件、80代３件、未回答３件
【性 別 数】女性６件、男性９件

リニューアルした前号（Vol.59）で気になった記事について
　『市政を問う』の記事をあげる方が多かったです。理由は、「議員の活動状況や個々の議員の問題意識
が分かった」、「議員全員の顔と名前が分かってよかった」などで、議員を身近に感じていただけている
ようでした。新企画の『市民対談』についても、「素晴らしい活動をしておられる方を知ることができて、
大変興味深かった」、「これからも楽しみにしています」など、うれしいお声も届いています。

議会や市政へのご意見・ご要望
・議会だよりに横文字が多く理解しにくいので、なるべく使わないか和訳を併記してほしい。
・運転免許証を返納しようと考えているが、バスの運行時間の使い勝手が悪く利用しづらい。
・空き家や誰も住んでいないアパートがあり、防犯上心配なので解体して更地にしてほしい。
・家庭からの汚水が浜田川に垂れ流しになっている。汚染を食い止めるため早急に下水道整備を。
・公民館がコミュニティセンターになっても、今までのように地域の集える場であってほしい。
・浜田を子どもたちに孫たちに継承できる町にできるのか？不安だらけでどうしようもない。

Q１　あなたの
お住まい 年　　代 性　　別

町 歳代

Q２　「（仮称）はまだ市民一日議会」についてどう思いますか？その理由は？（14ページ参照）
　　①参加してみたい　　②聴いてみたい　　③興味がない　　④分からない
　　⑤その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Q３　自由意見（浜田市議会へのご意見やご要望などをお聞かせください）

はまだ議会だよりVol.60 読者アンケート
キリトリキリトリ

最寄りの公民館の回収箱へご投函ください。ウェブでの回答はこちらから。⇒
集計の都合がありますので、２月末日までにご回答をお願いします。

皆さまからいただいたご意見・ご要望は議員間で共有させて
いただき、今後の議員活動、議会活動に生かしていきます。
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12
月
定
例
会
議
も
議
長
を
除
く

23
人
全
員
が
個
人
一
般
質
問
を
行

い
ま
し
た
。
市
議
会
の
意
気
込
み

の
表
れ
と
も
い
え
ま
す
が
全
国
的

に
は
ま
れ
な
こ
と
で
す
。
議
員
定

数
の
議
論
で
は
市
民
と
議
員
と
の

認
識
の
隔
た
り
な
ど
距
離
感
も
指

摘
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
前
例
よ
り
前
進
」
の
言
葉
も

あ
り
ま
す
が
、
公
共
の
福
祉
や
民

主
主
義
の
発
展
な
ど
「
市
民
の
利

益
に
な
る
こ
と
は
や
っ
て
み
る
」

と
い
う
の
が
私
た
ち
の
姿
勢
で
す
。

議
場
を
活
用
し
、
フ
リ
ー
ス
ピ
ー

チ
形
式
で
市
民
の
意
見
を
聞
く

「（
仮
称
）
は
ま
だ
市
民
一
日
議
会
」

の
開
催
に
向
け
、
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。
動
く
浜
田
市
議
会
を
見

守
っ
て
い
た
だ
き
、
ご
意
見
も
ど

し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

（
記　
小
川　
稔
宏
）

編集委員★
こ
の
議
会
だ
よ
り
は
１
部
あ
た
り

　
46
・
46
円（
税
込
）で
で
き
て
い
ま
す
。

３月定例会議開催スケジュール
日 月 火 水 木 金 土

2/21 22 23
天皇誕生日

24
開会
議案の提案説明

25
会派代表質問

26
個人一般質問

27

28 3/1
個人一般質問

2
個人一般質問

3
議案質疑

4
総務文教委員会

5
福祉環境委員会

6

7 8
産業建設委員会

9
休会

10
予算決算委員会
（総務文教関係）

11
予算決算委員会
（福祉環境関係）

12
予算決算委員会
（産業建設関係）

13

14 15
予算決算委員会
（予備日）

16
休会

17
採決
散会

18 19 20
春分の日

委
員
長　
三
浦　
大
紀

副
委
員
長　
西
川　
真
午

委　
　
員　
村
武
ま
ゆ
み

　
　
　
　
　
川
上　
幾
雄

　
　
　
　
　
小
川　
稔
宏

　
　
　
　
　
野
藤　
　
薫

　
　
　
　
　
笹
田　
　
卓

　
　
　
　
　
芦
谷　
英
夫

　
　
　
　
　
佐
々
木
豊
治

　
　
　
　
　
澁
谷　
幹
雄

あ
と
が
き

令和３年１月１日のお正月号はご覧いただけましたで
しょうか。浜田市議会HPにウェブ版として掲載して
います。上記QRコードからぜひご覧ください。
次号は令和３年３月１日に発行予定です。当初は３か月
に１回ペースの予定でしたが、タイムリーな情報をどん
どんお届けするため、年４回のはまだ議会だより本紙が
発行される月以外にminiを発行します！毎月１日に議
会だよりが発行されますので、ぜひご覧ください。

はまだ議会だよりは

miniも
あります!!

議長なんでもメール 議長や市議会に関するご意見・ご要望・ご提言などお気軽にお寄せください。
浜田市議会ホームページ→議長なんでもメール

定例会議（委員会）では、市民のみなさん
の暮らしにかかわることを審議（審査）し
ています。
傍聴を希望される方は、本庁舎５階議会事
務局までお越しください。

議会を

傍聴して

みませんか！

ダウン症の方が描かれた作品です。市内のア
トリエ・スノイロに作品提供のご協力をいた
だきました。

………… 表紙について …………


